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5月6日（木）は午後から書記局
会議のため、支部事務所を閉館と
させていただきます。予め、ご了
承ください。

四
月
十
一
日
（
日
）
、
江
東
支

部
会
館
に
て
、
第
66
回
の
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
は

書
面
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
会
場
内
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
万
全
を
期
し
、
参
加
人
数
を

最
小
限
に
絞
っ
た
上
で
、
支
部
会

館
で
の
半
日
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
は
各
分
会
か
ら
の
代
表

者
一
名
、
役
員
や
運
営
委
員
、
書

記
局
と
、
合
わ
せ
て
61
人
と
な
り

ま
し
た
。

大
木
栄
一
執
行
委
員
長
（
亀
戸

分
会
）
の
あ
い
さ
つ
後
、
基
調
報

告
で
は
前
年
度
の
支
部
の
活
動
を

振
り
返
る
総
括
、
建
設
産
業
な
ど

を
め
ぐ
る
情
勢
、
そ
し
て
今
年
度

の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
前
年
度
の
決
算
報
告
と
今
年

度
の
予
算
案
も
提
起
さ
れ
、
基
調

報
告
と
併
せ
、
質
疑
と
そ
の
承
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
冨
樫
康
弘

さ
ん
（
大
島
分
会
）
が
新
し
い
支

部
の
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
の
支
部
役
員
に
つ

い
て
も
新
た
な
顔
ぶ
れ
を
含
め
、

一
人
の
欠
員
も
出
す
こ
と
な
く
、

す
べ
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
役
員
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立

っ
た
冨
樫
新
執
行
委
員
長
か
ら
、

「
誇
り
を
持
て
る
江
東
支
部
を
目

指
そ
う
！
」

と
の
強
い
決
意
表
明
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
支
部
の
規
定
に
基
づ
く
役

員
定
年
に
よ
り
、
今
大
会
で
四
人

の
役
員
の
皆
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
代
表
し
て
、
副
委
員
長
を

務
め
て
い
た
佐
伯
克
利
さ
ん
（
大

島
分
会
）
か
ら
、
退
任
の
ご
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
退
任

さ
れ
る
役
員
の
皆
さ
ま
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
！
！
」
を
行
っ
て

意
思
統
一
、
無
事
に
定
期
大
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大会の冒頭であいさつする大木委員長
今年度からは本部の常任執行委員として支部を見守りま
す！

〔
敬
称
略
〕

〔
執
行
委
員
長
〕

☆
冨
樫

康
弘

大

島

〔
副
執
行
委
員
長
〕

☆
菅
野

元
淑

南

砂

野
田

智
文

砂

中

花
岡

康
雄

深

7

〔
書
記
長
〕

☆
実
川

英
治

書
記
局

〔
書
記
次
長
〕

村
瀬

健
一
郎

書
記
局

☆
伊
藤

忠

書
記
局

〔
常
任
執
行
委
員
〕

山
田

幸
延

亀

戸

長
谷
川

昭
二

亀

戸

☆
中
田

大
介

大

島

天
沼

昭
博

小
名
木

佐
々
木

秀
樹

小
名
木

☆
小
栗

宏
司

小
名
木

油
屋

正
孝

砂

中

高
木

仁
実

東

砂

鈴
木

隆
二

南

砂

加
納

美
穂
子

事
業
所

〔
執
行
委
員
〕

☆
吉
田

美
穂
子

亀

戸

高
梨

雄
一

大

島

☆
石
井

広
志

大

島

☆
勝
畑

竜

小
名
木

兼
久

俊
三

砂

中

☆
高
橋

直
樹

砂

中

佐
原

晶
子

4

砂

塚
越

悟

東

砂

青
木

真
由
美

東

砂

名
越

伸
和

南

砂

太
田

慶
博

南

砂

佐
藤

敏
仁

深

北

落
合

徳

深

中

☆
鈴
木

辰
也

深

中

斉
藤

信
行

深

3

松
島

敏
夫

深

7

☆
小
野
瀬

有
香

深

7

鵜
澤

豊

事
業
所

井
坂

厚
視

事
業
所

〔
会
計
監
査
〕

小
松

康
宏

大

島

松
丸

圭
司

砂

中

☆
山
田

守

東

砂

﹇
☆
は
新
任
﹈

この人が、支部の『新しいリーダー』
新委員長としての決意表明を熱く語る、冨樫さん（イケ
メン）です！

〔
敬
称
略
〕

佐
伯

克
利

副
執
行
委
員
長
（
大
島
）

五
十
嵐

忠

執
行
委
員

（
亀
戸
）

根
本

三
男

執
行
委
員

（
亀
戸
）

鈴
木

信
江

執
行
委
員

（
深
中
）

退任される4人の役員さんを代表して挨拶する佐伯さん
これからは分会の組織部長として、第二の組合ライフを
送ります！

新
役
員
一
覧

新
役
員
一
覧

第
66
回
支
部
定
期
大
会
を
支
部
会
館
に
て
開
催

新しい役員体制で2021年度がスタート!!新しい役員体制で2021年度がスタート!!
東京土建江東支部第66回定期大会を開催!東京土建江東支部第66回定期大会を開催!

大 勝 友 二

支
部
の
新
し
い
執
行
委
員
長
と
と
も
に

退任役員の皆さん
お疲れさまでした

江
東
支
部

◆事務所閉館のお知らせ◆
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四
月
二
十
一
日
の
拡
大
決

起
集
会
を
皮
切
り
に
、
今
年

度
の
春
の
拡
大
月
間
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
積
極
的
に
組

合
員
へ
の
訪
問
を
す
す
め
る

分
会
も
あ
れ
ば
、
電
話
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
慎
重
に
対

話
を
す
す
め
て
い
く
分
会
も

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
共

通
す
る
の
は
、「
誰
ひ
と
り
、

取
り
残
さ
な
い
」行
動
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
長
引
く

状
況
が
続
き
、
仕
事
や
暮
ら

し
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
仲

間
、
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
仲
間
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
必
ず
い
る

は
ず
で
す
。
組
合
の
力
を
結

集
し
、
そ
う
し
た
仲
間
を
取

り
残
さ
な
い
取
り
組
み
と
し

て
も
、
す
べ
て
の
分
会
の
行

動
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

き
ま
す
。
積
極
的
に
声
掛
け

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

支
部
拡
大
推
進
委
員
会
で

は
、
定
例
の
事
業
所
訪
問
行

動
や
現
場
で
の
宣
伝
行
動
、

ま
だ
組
合
に
加
入
し
て
い
な

い
江
東
区
内
の
事
業
所
約
1

0
0
0
社
に
向
け
た
Ｄ
Ｍ
に

よ
る
宣
伝
な
ど
も
行
い
ま

す
。ま
た
、労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
き
で
来
所
す
る
数

百
社
の
事
業
所
に
対
し
て
も

対
話
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

分
会
と
支
部
が
一
体
と
な

っ
た
「
大
き
な
拡
大
行
動
」

を
皆
で
展
開
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

春
の
拡
大

決
起
集
会（
出
陣
式
）

﹇
と

き
﹈

四
月
二
十
一
（
水
）

午
後
七
時
〜

開
会

﹇
と
こ
ろ
﹈

江
東
支
部
会
館

四
階
会
議
室

※
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ダ
ル
マ
の
目
入
れ

を
行
い
ま
す
。

第1次行動：4月21日（拡大決起集会）
22日（木）

第2次行動：4月28日（水）
第3次行動：5月12（水）・13日（木）
第4次行動：5月19（水）・20日（木）
第5次行動：5月26（水）・27日（木）

※分会の役員さん達が、各組合員さんのお
宅へ「電話かけ」や「訪問」にうかがいま
す。コロナ対策には万全を期して参ります
ので、あたたかくお迎えください！

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
八

時
ま
で
の
規
制
の
中
、
三
月

の
集
約
日
に
集
会
所
で
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
総
会
の
時
に

は
、
集
会
所
の
一
室
が
満
員

状
態
の
中
、
財
政
部
長
を
し

て
い
る
私
は
「
今
年
も
何
も

質
問
が
出
ま
せ
ん
よ
う
に
」

と
い
け
な
い
こ
と
を
思
い
な

が
ら
座
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
今
年
と
群
長
・
役

員
に
よ
り
淡
々
と
進
め
ら
れ

て
い
く
総
会
は
、
い
つ
も
の

ド
キ
ド
キ
感
や
緊
張
感
と
い

う
事
も
な
く
終
わ
り
、
毎
月

行
わ
れ
る
四
役
会
議
や
分
執

と
な
ん
ら
変
わ
り
な
い
せ
い

か
、「
一
年
が
終
わ
っ
た
感
」

や
「
来
年
も
頑
張
ろ
う
」
と

か
も
な
い
、
区
切
り
の
悪
い

一
年
の
締
め
く
く
り
と
な
り

ま
し
た
。

保
険
証
交
付
の
時
、
あ
る

組
合
員
が
、
「
今
年
も
総
会

は
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
」

と
聞
か
れ
た
の
で
、
何
故
か

と
聞
く
と
、
「
保
険
証
を
も

ら
う
た
め
に
総
会
に
出
て
い

た
が
、
な
く
な
っ
て
良
か
っ

た
。
た
だ
座
っ
て
い
る
だ
け

で
も
、
緊
張
す
る
か
ら
出
た

く
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
で

き
れ
ば
毎
年
こ
の
ま
ま
が
い

い
の
に
ね
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
意
見
は

き
っ
と
、
誰
し
も
思
っ
て
い

る
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。

来
年
の
総
会
は
、
も
う
少

し
気
軽
に
出
席
で
き
る
よ
う

な
も
の
に
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

組
合
員
と
家
族
の
健
康
と

命
を
守
る
土
建
国
保
は
、
皆

さ
ん
に
よ
る
ハ
ガ
キ
要
請
と

議
員
訪
問
等
の
旺
盛
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
2
0
2
1
年

度
の
補
助
金
は
現
行
水
準
を

確
保
さ
れ
、
仲
間
の
仕
事
と

生
活
に
配
慮
し
て
、

今
年
度
の
保
険
料
は

据
え
置
き
に
。
し
か

し
介
護
保
険
料
は
、

国
が
示
し
た
基
準
に

沿
っ
て
2
0
0
円
引

き
上
げ
と
な
っ
た
新

保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

工
事
現
場
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
な
ど
、
予
期

せ
ぬ
仕
事
の
減
少
で

保
険
料
の
滞
納
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
組
合

員
を
一
人
も
取
り
残
さ
な

い
」
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
国
保
料
の
減
免
、
処
置

対
策
の
お
か
げ
で
大
き
な
混

乱
も
な
く
、
深
中
分
会
は
各

群
会
議
、
及
び
保
険
料
納
入

日
に
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

新
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

組
合
員
さ
ん
は
、
家
族
全
員

分
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
名

前
や
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
な
ど
に
誤
り
は
な
い
か
な

ど「
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
声
か
け
。
ま
た
健
診
の
す

す
め
や
ハ
ガ
キ
書
き
要
請
の

ご
協
力
も
「
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
一
声
！

群
長
さ
ん
逹
に
よ
る
、
事

前
の
保
険
料
の
お
知
ら
せ
電

話
連
絡
で
ス
ム
ー
ズ
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
群

長
さ
ん
の
役
割
は
大
変
重
要

で
、
分
会
の
『
要
』
で
す
。

東
砂
分
会
は
三
月
十
日
、

分
会
総
会
兼
保
険
証
交
付
会

を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
総
会
で
は
30
人
を
超

え
る
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。

弁
当
や
飲
み
物
を
出
し
、
一

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
次
年

度
の
活
動
に
弾
み
を
つ
け
る

の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
今
年

は
飲
食
禁
止
。

参
加
者
も
四
役
と
群
長
の

み
に
限
定
し
、
23
名
と
例
年

よ
り
10
人
ほ
ど
少
な
い
総
会

に
な
り
ま
し
た
。
役
職
こ
そ

決
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
今

年
度
の
分
会
四
役
、
副
分
会

長
は
全
員
留
任
。
新
し
い
役

員
は
残
念
な
が
ら
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
毎
年
お
願
い
し
て

る
ん
で
す
け
ど
ね
？
（
笑
）

財
政
報
告
は
、
後
か
ら
で

も
質
問
を
受
付
け
る
と
い
う

形
で
簡
単
に
行
い
、
時
間
短

縮
を
図
り
ま
し
た
。
保
険
証

の
交
付
も
ベ
テ
ラ
ン
群
長
さ

ん
ば
か
り
な
の
で
、
何
の
問

題
も
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。

2
年
連
続
で
飲
食
の
な
い

分
会
総
会
。
次
年
度
は
分
会

の
集
ま
り
で
、
楽
し
く
飲
食

を
共
に
で
き
る
事
を
心
か
ら

願
い
ま
す
！

東
砂
分
会
の
総
会
兼
保
険
証
交
付
会

春
の
拡
大
月
間
も
ス
タ
ー
ト
！

分会の夜間統一行動日です

塚
越

悟
（
東
砂
分
会
）

―
誰
ひ
と
り
、
取
り
残
さ
な
い
行
動
を
―

深
川
中
央
分
会
の
保
険
証
交
付
会

鈴
木

信
江
（
深
中
分
会
）

亀
戸
分
会
の
総
会

吉
田

美
穂
子
（
亀
戸
分
会
）

笑
事

（
第
●
回
）
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支
部
の
事
務
所
で
税
金
相

談
会
を
や
っ
て
い
る
の
は
聞

い
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
五
日
ほ
ど
に
分
散

し
て
、
二
月
の
後
半
か
ら
分

会
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。書
記
が
五
人
ほ
ど
と
、

税
理
士
も
来
る
こ
と
が
あ

り
、
書
記
で
も
わ
か
ら
な
い

と
き
は
税
理
士
相
談
に
な
り

ま
し
た
。

私
は
医
療
費
控
除
の
還
付

金
の
確
定
申
告
だ
っ
た
の

で
、
会
社
か
ら
も
ら
う
健
康

保
険
で
病
院
や
薬
局
に
い
く

ら
支
払
っ
た
の
か
の
書
類
と

源
泉
徴
収
票
と
印
鑑
に
交
通

費
の
総
計
を
計
算
し
た
の
を

計
算
、
入
力
し
て
作
成
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
書
類
が
全

部
揃
っ
て
い
れ
ば
30
分
く
ら

い
で
完
了
し
ま
す
。
あ
と
は

地
域
の
税
務
署
に
送
付
す
る

だ
け
。

会
社
を
や
っ
て
い
る
方
た

ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
や
収

入
が
激
減
し
た
方
は
い
ろ
い

ろ
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
1
0
0
人
前
後

の
相
談
が
あ
っ
と
書
記
か
ら

聞
き
ま
し
た
。

も
し
大
変
だ
と
感
じ
た

り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
税
金
相
談
会
に
来
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

3
・
12
重
税
反
対
江
東
区

民
集
会
は
今
年
で
52
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
重
税
反
対
・

諸
要
求
実
現
を
め
ざ
し
、
労

働
者
、
中
小
業
者
、
農
業
者
、

年
金
者
、
女
性
、
青
年
な
ど

各
階
層
が
全
国
統
一
的
に
行

動
に
参
加
す
る
集
会
で
す
。

昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
、

国
民
の
暮
ら
し
は
危
機
的
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
次
ぐ
落
ち

込
み
を
記
録
し
、
感
染
拡
大

へ
の
敏
速
な
対
策
と
と
も

に
、
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、政
府
の
支
援
は
遅
く
、

ま
た
不
十
分
で
す
。
今
、
必

要
な
こ
と
は
国
民

・
中
小
業
者
へ
の

十
分
な
補
償
と
負

担
軽
減
で
す
。

世
界
で
は
52
の

国
と
地
域
が
消
費

税
に
あ
た
る
付
加

価
値
税
を
減
免
し

て
い
ま
す
。
日
本

政
府
は
「
コ
ロ
ナ

後
の
財
政
再
建
」

を
口
実
に
、
消
費

税
率
15
％
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
再
来

年
の
10
月
1
日
導

入
予
定
の
「
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
」
は
、
取
引
か
ら
免
税

事
業
者
の
排
除
を
招
き
、
免

税
事
業
所
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
の
選
択
を
迫
る
制
度

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
医
療
制

度
の
改
悪
の
手
始
め
に
、
75

歳
以
上
の
医
療
費
を
2
割
に

負
担
増
！
さ
せ
、
個
人
番
号

の
記
載
を
強
要
し
て
納
税
者

を
管
理
す
る
動
き
も
あ
り
ま

す
。我

々
は
断
固
、
導
入
反
対

に
力
を
合
わ
せ
、
消
費
税
率

を
5
％
に
引
き
下
げ
ま
し
ょ

う
！
と
、
重
税
反
対
決
議
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
東
税
務
署
は
江

東
支
部
の
名
越
書
記
を
中
心

に
、
西
税
務
署
は
江
東
民
商

の
森
外
氏
を
中
心
に
集
団
申

告
へ
。
税
金
の
集
め
方
と
使

い
方
を
正
し
、
生
活
費
非
課

税
や
応
能
負
担
の
原
則
に
基

づ
く
国
民
本
位
の
税
制
に
転

換
を
求
め
、
社
会
保
障
の
充

実
と
自
主
申
告
を
貫
徹
す
る

場
と
し
て
、
集
団
申
告
に
向

か
う
組
合
員
の
皆
さ
ん
で
す

！

こ
の
後
、
み
ん
な
で
『
集
団
申
告
』

に
向
か
い
ま
す
！

喜
楽
会
総
会

喜
楽
会
は
、
3
月
19
日

（
金
）
に
四
役
・
連
絡
員
を

中
心
に
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
も
で

き
ず
、
春
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
も
中
止
、
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
た
花
見
も

中
止
と
、
何
か
ら
何

ま
で
活
動
で
き
ず
に

地
団
駄
を
ふ
む
一
年

で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中

で
、
会
員
拡
大
は
や

り
切
ろ
う
と
い
う
会

員
の
皆
さ
ん
の
意
見

が
多
く
、
春
21
人
、

秋
21
人
あ
わ
せ
て
42

人
の
拡
大
を
目
標
に
掲
げ
、

や
り
切
ろ
う
と
話
し
合
い
ま

し
た
。

ま
た
、
分
会
に
入
っ
て
組

合
員
拡
大
の
お
手
伝
い
も
、

楽
し
く
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
く
事
を
分
会
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
支
部
か
ら
の
要
請

や
活
動
を
、
三
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
て
が
ん

ば
っ
て
い
こ
う
と
意
思
統
一

を
い
た
し
ま
し
た
。

喜
楽
会
会
長

中
谷
登
志
夫

☆
2
0
2
1
年
度
新
役
員

会
長
：
中
谷

登
志
夫

事
務
局
長
：
佐
藤

房
吉

副
会
長
：
大
島

君
子

副
会
長
：
永
嶋

壽
一

〃

：
本
多

美
佐
子

〃

：
寺
内

博

〃

：
越
原

信
夫

第
53
回
女
性
の
会
総
会

﹇
と

き
﹈
三
月
二
十
八
日
（
日
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
支
部
会
館

﹇
参

加
﹈
43
名

☆
2
0
2
1
年
度
新
役
員

会
長
：
小
野
瀬
有
香
、
事
務
局
長
：
吉
田
美

穂
子
、
事
務
局
次
長
（
財
政
）
：
森
島
洋
子

副
会
長
：
鈴
木
信
江
（
組
織
）
、
佐
田
百
合

子
（
平
和
家
族
・
女
性
）
、
三
輪
佳
子
（
教

育
宣
伝
）

青
年
部

第
61
回
定
期
大
会

﹇
と

き
﹈
三
月
二
十
六
日
（
金
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
江
東
支
部
会
館

﹇
参

加
﹈
全
体
7
名

※
残
念
な
が
ら
、
部
長
は
未
選
出
と
な
り
ま
し
た
。

2021年度も、女性の会
は頑張ります！

は
じ
め
て
税
金
相
談
会

に
参
加
し
ま
し
た

青
年
部
・
女
性
の
会
・
喜
楽
会

そ
れ
ぞ
れ
が
『
総
会
』
を
開
催

青
年
部
・
女
性
の
会
・
喜
楽
会

そ
れ
ぞ
れ
が
『
総
会
』
を
開
催

佐
原

晶
子（
四
砂
分
会
）

3
・
12
重
税
反
対
江
東
区
民
集
会
と

集
団
申
告

鈴
木

信
江
（
深
中
分
会
）
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正
確
に
は
徳
川
幕
府
時
代

で
す
が
、
教
科
書
で
「
江
戸

時
代
」
と
表
記
に
し
た
の

は
、
明
治
の
薩
長
が
で
き
る

だ
け
「
徳
川
」
を
使
い
た
く

な
か
っ
た
と
の
解
説
が
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
二
六
四
年
間
の
徳

川
時
代
は
長
い
で
す
。
境
目

と
し
て
、
元
禄
時
代
と
文
化

文
政
（
化
政
）
時
代
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く

の
人
の
江
戸
時
代
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
た

化
政
文
化
の
情
報
か
ら
来
て

い
ま
す
。
当
時
の
浮
世
絵
や

吉
原
や
曲
亭
馬
琴
（
南
総
里

見
八
犬
伝
）
、
更
に
、
の
ち

の
小
説
、
藤
沢
周
平
（
武
士

の
一
分
ほ
か
）
池
波
正
太
郎

（
鬼
平
犯
科
帳
ほ
か
）
、
山

本
一
力
（
あ
か
ね
空
ほ

か
）
、
宮
部
み
ゆ
き
（
本
所

深
川
ふ
し
ぎ
草
紙
ほ
か
）
な

ど
か
ら
、
江
戸
深
川
の
町
民

生
活
を
識
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
中
央
区
の
「
伝
馬

町
牢
屋
敷
跡
」
を
見
学
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

幕
末
に
吉
田
松
陰
が
投
獄

さ
れ
（
処
刑
も
さ
れ
）
た
と

か
。
牢
屋
の
話
は
、
深
川
熊

井
町
（
現
永
代
）
の
名
主
理

左
衛
門
を
書
い
た
「
江
戸
の

都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
（
小
林

信
也
著
）
に
詳
し
く
出
て
き

ま
す
。
九
十
人
も
一
緒
の
大

牢
に
名
主
が
い
て
、
牢
内
を

仕
切
っ
て
い
た
。
い
つ
投
獄

さ
れ
て
も
牢
名
主
へ
の
「
金

＝
命
の
蔓
（
ツ
ル
）
」
は
用

意
し
て
い
な
い
と
、
折
檻
さ

れ
病
気
が
写
さ
れ
、
命
を
落

と
し
た
と
。
こ
れ
は
未
決
囚

の
事
で
、
深
川
陽
岳
寺
に
あ

る
「
伏
見
義
民
の
碑
」
か
ら

も
偲
ば
れ
る
商
人
の
直
訴
事

件
で
の
牢
屋
生
活
か
ら
そ
の

酷
さ
は
う
か
が
い
知
れ
ま

す
。
首
切
り
役
人
は
毎
日
千

回
以
上
、
修
練
を
重
ね
て
い

た
と
。
試
し
切
り
の
為
に
も

死
刑
は
多
か
っ
た
の
で
す
。

同
類
を
一
番
多
く
殺
す
動
物

は
「
人
類
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
今
な
お
「
悪
い
奴
は
殺

し
て
も
良
い
」
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

古
代
末
期
か
ら
中
世
の
仏

教
の
「
殺
生
禁
断
令
」
（
破

っ
た
者
を
死
後
も
罰
す
る
恐

怖
）
を
ル
ー
ツ
に
、
戦
国
期

中
断
し
た
「
放
生
会
」
は
、

近
世
に
は
神
仏
習
合
が
進
め

る
善
行
で
、
俗
人
も
日
常
行

う
物
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

肉
食
一
回
辞
め
る
は
一
善

な
る
も
、
家
畜
殺
生
は
二
十

過
の
大
罪
と
さ
れ
た
。
犬
公

方
綱
吉
の
「
生
類
憐
み
の
令

一
連
」
に
代
表
さ
れ
る
が
、

殺
生
し
た
人
が
極
刑
に
さ
れ

る
矛
盾
が
、
人
の
命
の
価
値

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き

た
。外

敵
が
い
な
く
な
っ
て
の

徳
川
時
代
、
武
士
も
相
当
の

労
働
を
す
る
時
代
に
変
革
さ

れ
て
い
た
ら
、
芽
生
え
て
い

た
様
々
な
科
学
的
成
果
を
実

ら
せ
、
黒
船
な
ん
か
に
驚
か

ず
に
済
ん
だ
で
し
ょ
う
に
。

（
つ
づ
く
）

砂
中
分
会
の
逸
見
ち
づ
み

さ
ん
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

何
を
隠
そ
う
『
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ

ｙ
ｚ
工
房
』
の
も
も
ち
の
お

婆
ち
ゃ
ん
で
す
！

今
は
分

会
の
四
役
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

砂
中
分
会
と
言
え
ば
食
事

会
が
有
名
で
す
が
、
料
理
上

手
な
女
性
陣
の
中
で
も
、
特

に
率
先
し
て
料
理
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
本
当
に
頭

が
上
が
り
ま
せ
ん
。
最
近
は

コ
ロ
ナ
禍
で
食
事
会
や
飲
み

会
が
で
き
な
く
て
残
念
で

す
。逸

見
さ
ん
の
作
る
唐
揚
げ

は
住
宅
デ
ー
な
ど
で
も
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く

「
絶
品
」
で
す
！

群
長
、
女
性
の
会
、
分
会

四
役
と
い
ろ
い
ろ
携
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
分
会

の
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
ね
。

拡
大
に
も
率
先
し
て
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
中
分
会
自
体
が
、
皆
で

よ
く
話
し
、
と
て
も
明
る
い

分
会
で
す
が
、
そ
の
中
心
的

な
人
で
す
。
ま
だ
ま
だ
砂
中

分
会
の
発
展
の
た
め
に
、
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

あ
ー
！

コ
ロ
ナ
開
け
た
ら
、
逸
見

さ
ん
の
揚
げ
た
唐
揚
げ
、
食

べ
た
い
な
ー
!!

野
田

智
文
（
砂
中
分
会
）

Ｑ

「
思
い
や
り
予
算
」

に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ

た
け
れ
ど
、
こ
れ
っ
て
何
？

Ａ

在
日
米
軍
駐
留
経
費

の
日
本
側
負
担
の
こ
と
だ
。

こ
れ
を
定
め
た
特
別
協
定
の

1
年
延
長
を
日
米
両
政
府
が

2
月
に
決
め
、
日
本
政
府
は

現
行
の
協
定
期
限
の
3
月
末

ま
で
の
国
会
承
認
を
目
指
し

て
い
る
。

Ｑ

在
日
米
軍
の
駐
留
経

費
を
日
本
が
負
担
し
て
い
る

の
？Ａ

日
米
地
位
協
定
は
基

地
用
地
の
地
代
な
ど
を
日
本

側
が
負
担
し
、
そ
れ
以
外
は

米
軍
の
負
担
と
規

定
し
て
い
る
。
だ

が
円
高
な
ど
を
背

景
に
米
側
が
負
担

増
を
要
求
。
日
本

政
府
は
米
軍
へ

「
思
い
や
り
」
が

必
要
と
し
て
1
9

7
8
年
、
基
地
従
業
員
の
一

部
労
務
費
や
施
設
整
備
費
な

ど
の
負
担
を
開
始
。
87
年
に

は
特
別
協
定
を
結
び
、
労
務

費
の
基
本
給
や
水
光
熱
費
も

負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｑ

元
々
負
担
す
る
必
要

は
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。

Ａ

政
府
は
当
時「
特
例
、

暫
定
的
、
一
時
的
」
と
説
明

し
た
が
、
以
来
34
年
、
9
回

延
長
さ
れ
て
き
た
。
2
0
2

1
年
度
の
思
い
や
り
予
算
は

2
0
1
7
億
円
。
辺
野
古
新

基
地
建
設
な
ど
米
軍
再
編
関

係
経
費
な
ど
と
合
わ
せ
る
と

4
2
0
5
億
円
に
も
上
る
。

Ｑ

そ
ん
な
膨
大
な
額
に

!?
Ａ

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
前

政
権
は
4
倍
の
負
担
増
を
日

本
に
打
診
し
た
と
い
い
、
バ

イ
デ
ン
政
権
も
負
担
増
を
求

め
る
方
向
と
い
わ
れ
る
。
地

位
協
定
に
定
め
の
な
い
負

担
。
続
け
て
よ
い
の
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。

戦
前
戦
後
七
七
年
の

笑
事
笑
事

中
尾

正
文
（
深
川
第
七
分
会
）

第
一
章

徳
川
時
代

（
第
三
回
）

（
第
三
回
）

分会リレートーク分会リレートーク

砂中分会

我
ら
砂
中
分
会
の『
お
ふ
く
ろ
さ
ん
』的
存
在
！

唐
揚
げ
は
本
当
に
美
味
し
い
で
す
よ
!!

笑
事

（
第
●
回
）


